
JP 2012-48971 A5 2012.11.29

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成24年11月29日(2012.11.29)

【公開番号】特開2012-48971(P2012-48971A)
【公開日】平成24年3月8日(2012.3.8)
【年通号数】公開・登録公報2012-010
【出願番号】特願2010-189963(P2010-189963)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/62     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0562   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/052    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/13     (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/36     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   4/62    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １０７　
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １０２　
   Ｈ０１Ｍ   4/02    １０１　
   Ｈ０１Ｍ   4/36    　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｂ   1/06    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年10月11日(2012.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣｌおよびＢｒの少なくとも一方を含有し、
　前記Ｌｉ２Ｓおよび架橋硫黄を実質的に含有せず、
　Ｌｉ２Ｓ、Ｐ２Ｓ５、並びに、Ｃｌ含有化合物およびＢｒ含有化合物の少なくとも一方
を含有する原料組成物を用いてなり、
　前記Ｌｉ２Ｓおよび前記Ｐ２Ｓ５の合計に対する前記Ｌｉ２Ｓの割合は、７２ｍｏｌ％
～７８ｍｏｌ％の範囲内であり、
　前記Ｃｌおよび前記Ｂｒの少なくとも一方が、ＰＳ４

３－構造の周囲に分散されている
ことを特徴とするリチウム固体電池用硫化物固体電解質材料。
【請求項２】
　ＣｌおよびＢｒの少なくとも一方を含有し、
　前記Ｌｉ２Ｓおよび架橋硫黄を実質的に含有せず、
　Ｌｉ２Ｓ、ＧｅＳ２、並びに、Ｃｌ含有化合物およびＢｒ含有化合物の少なくとも一方
を含有する原料組成物を用いてなり、
　前記Ｌｉ２Ｓおよび前記ＧｅＳ２の合計に対する前記Ｌｉ２Ｓの割合は、６２．５ｍｏ
ｌ％～７０．９ｍｏｌ％の範囲内であり、
　前記Ｃｌおよび前記Ｂｒの少なくとも一方が、ＧｅＳ４

４－構造の周囲に分散されてい
ることを特徴とするリチウム固体電池用硫化物固体電解質材料。
【請求項３】
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　ＣｌおよびＢｒの少なくとも一方を含有し、
　前記Ｌｉ２Ｓおよび架橋硫黄を実質的に含有せず、
　Ｌｉ２Ｓ、Ｘ２Ｓ３（ＸはＡｌまたはＢである）並びに、Ｃｌ含有化合物およびＢｒ含
有化合物の少なくとも一方を含有する原料組成物を用いてなり、
　前記Ｌｉ２Ｓおよび前記Ｘ２Ｓ３の合計に対する前記Ｌｉ２Ｓの割合は、７０ｍｏｌ％
～８０ｍｏｌ％の範囲内であり、
　前記Ｃｌおよび前記Ｂｒの少なくとも一方が、ＸＳ３

３－構造（ＸはＡｌまたはＢであ
る）の周囲に分散されていることを特徴とするリチウム固体電池用硫化物固体電解質材料
。
【請求項４】
　酸化物正極活物質と、硫化物固体電解質材料とを含有する正極体であって、
　前記硫化物固体電解質材料が、請求項１から請求項３までのいずれかの請求項に記載の
リチウム固体電池用硫化物固体電解質材料であることを特徴とする正極体。
【請求項５】
　前記酸化物正極活物質が、岩塩層状型活物質であることを特徴とする請求項４に記載の
正極体。
【請求項６】
　前記正極活物質の表面に、酸化物のコート層が形成されていることを特徴とする請求項
４または請求項５に記載の正極体。
【請求項７】
　正極活物質層と、負極活物質層と、前記正極活物質層および前記負極活物質層の間に形
成された固体電解質層とを有するリチウム固体電池であって、
　前記正極活物質層が、請求項４から請求項６までのいずれかの請求項に記載の正極体で
あることを特徴とするリチウム固体電池。
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